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　２月３日（火）、市木保育園で『豆まき会』が行われました。今年も役場本庁より２体？（２名？）の大きな鬼がやってきまし

たが、今年の鬼は例年にもまして体格がよく、子どもたちもいつもより緊張している様子でした。

　鬼退治の前に、まずは絵本で「節分」について勉強しました。そのあと、ひとりひとりが「自分の弱いところ」「これから克服

したい／直したいところ」を発表して、「豆（紙でできた玉）」にぐっと願いを込めて、鬼に向かって投げる練習をしました。

（※写真のステージの幕が鬼の顔になっているのが分かりますでしょうか。）

　いよいよ鬼が登場すると、心の準備はしていたものの子どもたちは大慌て！！先生に守ってもらったり、中には涙ぐんでしまう

お子さんもありましたが、みんなで協力してしっかり鬼を退治してくれました。「節分」は古来より季節の変わり目の邪気を追い

払い、１年の無病息災を願う行事です。子どもたちの健康とますますの成長を心から願っています。

　３月１日（日）１１時より、今年度も市木公民館を会場に『ビッグひなまつり文化展』を開催します。当日はビッグひなまつり

文化展実行委員会によるビッグひな壇や、手芸教室の展示をはじめ、「公民館自主教室」「市木どんど鼓」「市木保育園」など各

団体の発表を予定しています。（※写真は昨年度のビッグひなまつり文化展から）

　また「椙尾神楽団」のご出演のほか、飲食バザーの出店やお楽しみ抽選会など、一日を通して楽しく過ごしていただけるイベン

トとなるよう準備を進めております。どうぞお誘いあわせの上、ご来場ください。お待ちしています。

　なお、ビッグひな壇の展示は３月２２日（日）までを予定しています。展示期間中は、土曜日／日曜日／祝日のご観覧も受け付

けています。（※午前１０時～午後２時まで。事前予約が必要です。ご予約は市木公民館までお願いします。）

　〇コミュニティスクールワークショップ（カフェミーティング）開催のご案内
　 日時：令和８年３月４日（水）午後６時３０分～午後８時００分（予定）

　 場所：出羽公民館

　 目的：これまで培ってきた「目指すこども像」を今一度確認し、学校／地域それぞれの役割や、お互い協働で取り組むことに

　           ついて理解し、みんなでコミュニティスクールをイメージしていきます。

　　　　（ ※リラックスした雰囲気の中、みんなでいろんな考えや意見を語りましょう！）

　どなたでもご参加できますが、事前のお申し込みが必要です。２月２７日（金）までに町内各公民館もしくは教育委員会まで

　ご連絡ください。　＜この件に関するお問い合わせ＞ 邑南町教育委員会 学びのまち推進課 ℡：８３－１１２７
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運動教室

容器包装プラ 燃えるごみ 容器包装紙 燃えるごみ
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運動教室 習字教室
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容器包装プラ 燃えるごみ し尿（要予約） 燃えるごみ
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運動教室 習字教室
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古紙・不燃ごみ

容器包装プラ 燃えるごみ 容器包装紙 燃えるごみ
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認知症予防教室

容器包装プラ 燃えるごみ ペットボトル 燃えるごみ
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運動教室

容器包装プラ 燃えるごみ

5 6 7

　※

　自主教室の開催日は変更になる場合があります。

　その他ご不明な点がございましたら、公民館までお問い合わせ

　下さい。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

みんなで歌おう

春分の日

ビッグ
ひなまつり文化展
※展示：22日まで

市木小学校
卒業式

市木保育園
卒園式

市木の人口
世帯数　　１６９戸（＋　１戸）

男　性　　１５８人（△　２人）

女　性　　１８５人（±　０人）

合　計　　３４３人（△　２人）

　高齢化率 ５０．７％（　）は前年同月比

　１月２９日（木）の認知症予防教室

は、「室内モルック」と「みんなで脳

トレ！」で「からだ」も「あたま」も

フル回転でした。

　モルックは久しぶりでしたが、コツ

をつかむと、要領よく得点を重ねられ

ていました。皆さんのセンスの良さに

いつも感心してしまいます。

　昨年１２月２日（火）、市木自治会、市木地区別戦略、市木地区社会福祉協議会、

市木公民館など各団体の代表者が集まり、市木地区の主要な地域運営組織の現状と、

その組織の担当者がどなたになっているか、といったことについて確認をしました。

　人口減少と高齢化が進む中、市木地区も例外ではなく、地域運営組織の統合や業務

の効率化が求められていくことになります。現在の機能を維持しながら、全体として

の負担感をどのように軽減できるか、今後も検討が必要です。

　左の写真は、昨年１２月６日

（土）に田所公民館で開催され

た『瑞穂中学校人権研修』の様

子です。

　来年度より「コミスク」が始

まりますが、瑞穂中学校への訪

問や交流の機会が増えるのでは

ないかと期待しています。

 あとがき


